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The purpose of this study is to extract the characteristics of 

conducting movements by emotional expression of 

professional conductors through movement analysis, and to 

clarify the relationship with emotional expression. 

 

近年，様々な分野で高度な技能の継承および保存は

重要な課題になっている[1],[2]．本研究の目的はプロの

指揮者の感情表現による指揮動作の動作解析により

特徴抽出し，感情表現との関連を明らかにすることで

ある．本文はモーションキャプチャとフォースプレー

トを用いたプロの指揮者の動作解析を行った報告で

ある[3]． 

実験装置はモーションキャプチャ（Motion Analysis, 

MAC3DSystem）と 2 台のフォースプレート（FP1，FP2）

を連動させて用いた．モーションキャプチャは指揮者

の身体に取り付けた 40 個のマーカ（反射体）の 3 次

元位置を測定する．2 台のフォースプレートには各々

左右の足を乗せることにより，各々の圧力中心点およ

び床反力を測定した．指揮者はプロの指揮者であり，

曲は唱歌「待ちぼうけ」を選定した．実験は曲の 1 番

と 5 番を用いて声楽家とグランドピアノを演奏する

ピアニストに対する指揮動作を計測した．指揮者には

指定した感情表現により，指揮を依頼した． 

Fig.1 は指揮動作のスティックピクチャ表示と床反

力のベクトル表示の結果である．Fig.2(a),(b)は各 「々喜

び」，「悲しみ」の感情表現における鉛直方向の床反力

Fzである．覚醒度の高くポジティブな「喜び」は沈静

でネガティブな「悲しみ」に比べ，鉛直方向の床反力

の変化が大きくなっていることがわかる．今後，モー

ションキャプチャによる指揮動作データとの関連並び

に特徴抽出について調査していく予定である． 
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(a) Happiness 

 

(b) Sadness 

Figure.2  Results of vertical floor reaction force 

 

Figure.1 Results of motion capture and force plates 

令和 5年度　日本大学理工学部　学術講演会予稿集

 635

L-5


